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｢本山寺山森林づくりの会｣活動報告(2024.02.18)                                                                                         

                                                                                         文：武田(写真も)：写真；山 國 

日 時：2024(令和 6)年 2 月 18 日(日)  9:30～15:00  

気 象：曇り 

活動エリア：45林班に-03 ほか 

活動内容：A-1 地域環境保全タイプ(里山林保全;倒木処理､林床整備)  

参加者(会員)  猪川 誠､斧田一陽､倉谷邦男､黒山泰弘武田壽夫､田畑宏司､原 剛史､山 國 

(体験)     佐々木一雄                                                                           会員 8＋体験 1=計 9 名                                                                                                                                                                                                                                        

＜明日は｢雨水｣＞ 

 雨水､乃ち｢草木が芽吹きだす日｣､｢さともり事業｣は年度の切れ目に入る。雨の気配なく､気温

は春を思わせる絶好の活動日和。小尾根の天然林で枯損木や過密広葉樹の除伐､林床整備に

当たる。ところで体験の佐々木氏は安岡寺在住。熱心に参加下さる市内の方々はこれで 6人に､

頼もしい限り。 

尚、写真の｢空蝉｣は源氏物語第 3帖の巻名､空蝉は控えめで慎み深く地味な女房、立ち居振る

舞いが際立っており趣味も良い女性として登場している(Wikipsdiaによる)。紫式部は､そんな宮廷才

女だったのかも。 (｢空蝉｣のモデルは作者自身ではとも言われている)         

＜活動地要図＞“●”は倒木処理 

 

＜空蝉 夏の思い出･光る君へ＞ 

 

源氏物語絵巻｢空蝉の巻｣ 

 
空蝉を簾越しに見る光源氏 

＜今日の成果＞ 

   行きがけの駄賃(?)に道を遮る新たな倒木二本を処理。小尾根では 0.6ha 以上を整備､ヒサカキ等の常

緑樹 40 本以上を除伐。山肌スッキリ。 

 

＜写真編①＞ 

＜道を遮る松の倒木＞ 

 

＜もう一本の倒木は邪魔な枝切りから＞ 
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＜写真編②＞ 

＜二本の倒木処理後の山道＞ 

 

＜常緑の枯木を始末中＞ 

 

＜作業中＞ 

 

＜暖かく一枚脱いでの昼食＞ 

 

＜作業中＞ 

 

 

＜作業後 足下スッキリ＞ 

 

 

 


